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は し が き 

地下埋設物は極めて公共性の高い重要な施設であり、その損傷は地域住民の生活のみならず、社会全般に大きな影響をもた

らし、場合によっては人命にも危害を及ぼす大事故に直結する恐れがあります。 

このような事故を未然に防止するため、日建連公衆災害対策委員会地下埋設物対策部会では、旧五団体の事業を継承して、

地下埋設物の建設工事での取扱い、管理を行う上で守るべき事項をまとめた「地下埋設物に関する施工管理要領」、「地下埋

設物の事故防止の手引き」、「地下埋設物事故防止のための留意事項と事故例」を発行しています。 

また、毎年行われている日建連の地下埋設物現場点検の結果については「地下埋設物現場点検結果の総括」として会員会社

に周知しています。 

このたび、1998年から 2024年までに行われた現場点検の指導内容をまとめた「地下埋設物現場点検時の指導事項集」を改

訂しました。この資料は「地下埋設物現場点検表」管理項目に即して事例を整理し、点検時の指摘事項と指導内容を併記し

て、指摘内容がわかりやすく理解できるようになっています。 

本誌を、地下埋設物の事故防止に活用していただければ幸いです。 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

事

前

打

合

せ 

事前協議の内容
の確認 

1 
起業者と埋設物管理者との協定の有無

の確認及び協定書の写しの入手（ガス、

水道、下水、電力、通信、地冷） 

埋設物に関する協定書は必ず発注者から入手し、各埋設企

業者別にファイリングしておくこと。 23 

着工前の打合せ 

2 起業者との工事の方法、施工順序、時 

期等の打合せ 

発注者との打合せは、記録簿を作成して保存するとと

もに、施工方法に変更があった場合は、その都度協

議すること。 
4 

3 埋設物管理者との工事の方法、施工順

序、時期等の打合せ 

埋設物管理者との打合せは、記録簿を作成して保存す

るとともに、施工方法に変更があった場合は、その都

度協議すること。 
5 

管

理

体

制 

管理体制の確立 

4 
点検制度、点検責任者、緊急連絡体

制、緊急対策等の管理体制の確立 

埋設物の点検方法、点検責任者を確実に定めること。ま

た、緊急連絡体制表は見やすいように大きくするとと

もに、昼夜間それぞれの連絡先を記入すること。ガス

管の点検は毎日行うこと。 

27 

5 本社、支店の現場に対する指導体制 

店社パトロールは概ねどの現場でも実施されている

が、埋設物に関する指導事項が少ない。チェックリスト

に埋設物点検項目を追加するなどの指導強化を望む。

また、着工時の施工検討会でも埋設物に関する検討を

行うこと。 

店社パトロールの点検簿に埋設物についても記録す

ること。 

25 

立 会 

6 

埋設物管理者の立会（試掘、布掘、杭

打ち・杭抜き、覆工、吊り防護、埋戻

し、受防護） 

立会者のサインや日報提出のない埋設物管理者に対する立

会の確認方法を検討すること。 3 

7 立会の記録 

全ての埋設物管理者との立会は記録簿を作成し、立会者

のサインをもらい、氏名及び立会時間を記録するこ

と。また、記録簿は他の書類と分離してわかり易く整

理すること。 

31 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 

指摘件数 

管

理

体

制

 

研修・教育 
8 

日建連地下埋設物事故防止講習会への参加 

地下埋設物事故防止講習会へは、支店の安全担当者が参

加していることが多いが、現場社員、職長及び作業員

の積極的な参加を要請。 

新規入場者教育資料において、埋設物損壊時の社会的影

響の追記要請。 

職員が受講しているので、日建連資料を使用して、所内教

育を継続する事、協力会社の参加についても要請。 

現場代理人が受講しているが、若手職員、協力業者職長に

も受講してもらうよう要請。 

100 

研修・教育 9 現場従事者に対する教育 

埋設物に関する教育は、日建連の参考資料等を基に作                                                
業員まで周知徹底を要請。また、現場で予想されるト
ラブル（事故を含む）に対する対処方法も事前に検
討すること。新規入場者教育資料に埋設物に関する注
意事項を追記要請。 

21 

掲示物、緊急連

絡表 
10 

掲示物、緊急連絡表による埋設物事故防

止、緊急時の措置等の周知徹底 

緊急連絡表は、昼夜間の連絡先を必ず記入し、事務所だけ
ではなく詰所にも掲示すること。また、少なくとも職員や
点検責任者は緊急連絡先のポケット版を常時携帯する
ことが望ましい。現場に掲示してある避難経路図に
「現在地」表示の追加を要請。 
夜間の緊急連絡先の追記を要請。 
安全旬間ポスターのデジタルサイネージ等を利用した年間
掲示を要請。 
現場内へ複数個所に、緊急連絡表の掲示を要請。 

35 

緊急資材 11 緊急資材の常備 

緊急用資材は一般工事用資材と区別して保管するとと
もに、その品目（グリス・吊り治具・ワイヤー・ター
ンバックル・クリップ等）、数量を掲示し定期的に点
検、管理を行うこと。また、事故を想定して、木栓
や粘土材の常備も望ましい。 
ガス管用、木栓、粘土材の常備を追加するように要請。 
緊急資材の保管は、現場詰所だけでなく現地に確保する
よう要請。保管場所の位置図を、見やすい場所に掲示す
ること。 

108 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

管

理

体

制 

緊急資材 11 緊急資材の常備 

一般緊急資材と区別して、埋設防護箇所の近くに保管し、緊

急時への対応が遅れないよう要請。 

吊り防護用予備品、保護材の現場常備を要請。 

埋設物に関する品目を含めた点検表を整備すること。 

緊急資材を区別して管理し、緊急時への対応の遅れのな

いよう、出来るだけ坑内の点検通路上での保管を要請。 

各出入り口に、資材倉庫の設置を要望。 

108 

事

前

調

査 

ルート図 

12 道路台帳の埋設物ルート図の入手 
埋設物の確認のため、設計図だけではなく道路台帳の  埋

設物ルート図も入手して照査すること。 
6 

13 起業者の示した埋設物ルート図との照合 道路台帳のルート図は、照合時期からかなり時間が                                              

経過しているので、適宜管理者と協議して確認する

こと。試掘によりルート図を修正しているが、修正

図を埋設管理者に提出すること。 

4 
14 

両者に相違がある場合の埋設物管理者 

等との打合せ 

試 掘 

15 

位置の選定、作業計画（方法・仮覆工

等）についての起業者、埋設物管理者

との協議 

試掘場所を選定し、埋設物管理者と打合せを行うこ

と 。 
2 

16 ルート確認図の作成 

試掘結果を基に、確実にルート確認図を作成するこ
と。なお、水道管のようにバルブがある場合は、必ず
その位置を記入すること。 

ガス管の即日復旧の為、試掘も兼ねており探針棒を使用

しているが、埋設管種によっては、不適切な場合もある

ので検討を要請。 

3 

工事範囲の埋

設管の防護 

17 
切回し及び移設についての起業者、埋

設物管理者との協議 
ガス漏れの場合のガス事業者による緊急対応（バルブ操
作）について、現場でバルブ位置等についても把握してお
くこと。 

埋設物の防護等について、発注者、埋設物管理者との 協

議を行った場合は、必ず議事録を残すこと。 

1 

19 
緊急用バルブ増設についての起業者、 

埋設物管理者との協議 
5 

20 
緩衝部設置、沈下棒設置についての起 

業者、埋設物管理者との協議 
1 

21 
埋設物防護方法についての起業者、埋 

設物管理者との協議 
3 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

埋

設

物

防

護

ま

で

の

工

事 

布 掘 23 確認した埋設物の路上マーキング 

試掘や布掘りで確認された埋設物は必ず路上にマーキング
し、工事最後まで分かるように維持管理を行うこと。なお、
マーキングに際しては、管種、管径及び深さが分かるように
工夫されたい。 
埋設物マーキングが経年劣化しているが、修正されていな
いので､今後の復旧工事の為に直ちに修正すること。 
発注者の事情で、路上マーキングがされていないが、作業
時の埋設位置の確認を要請。 
歩道部の埋設管路のマーキングはあるが薄くて見えづらい
ので、定期的に再マーキングの明示を実施すること。 

37 

杭 打 

24 杭打箇所すべてに対する探針 
探針の実施箇所数と実施後の目串等による周知を実施する
こと。 

1 

25 杭打機等重機に対する敷鉄板の使用 
大型杭打機等の重機械の移送によるものと思われる路面
沈下が見られる。敷鉄板による確実な養生を行うこと。 

1 

26 杭打位置と埋設物との離れの確認 
杭と埋設物の離れが一部 10㎝以下の箇所がある。復旧時の
受防護と杭頭部切断撤去方法の検討を綿密に行うこと 。 

1 

27 器物の落下等への埋設物防護措置 
露出埋設管の養生は、合板ベニヤではなく、鉄板を使用
すること。 

4 

路面覆工 

28 路面桁受鋼材と埋設物の離れの確認 

路面覆工鋼材と埋設物の離れは、工夫して10㎝以上確保す
ること。 
覆工桁と埋設管との離隔が少ないので、覆工桁の計測 管
理を要請。 

10 

29 
ガス管付近の溶断、溶接作業前のガス検

知器による測定 

やむを得ずガス管付近で溶接等の作業を行う場合は、ガス検
知器により測定を行い、消火器等を配置し、防火シートで
確実に養生を行うこと。 
火気使用厳禁や火気取扱注意等の表示を行うこと。 

6 

30 埋設物のバルブ、消火栓の位置の明示 
覆工板上の明示が薄くなった場合は、再表示するこ
と。消火栓やバルブの種類等も明示すること。 

12 

掘 削 31 
作業手順書等による掘削方法の徹底

（埋設物の周囲50㎝は人力掘削） 

作業手順書には、埋設物周囲 50cm以内は人力掘削と明記
するとともに、水道管及びガス管の緊急バルブの位置も
平面図に記載して、作業員へも周知徹底すること。 
手順書には、GL-50cm以深は、手掘りと記載されていた
が、今後、浅い供給管の脇も掘削することから、再度、埋
設管の周囲50cmを手掘りの周知すること。 

14 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

埋 

設 

物 

防 

護 

ま 

で 

の 

工 

事 

掘 削 33 
埋設管の識別・表示措置（刃先監視人                                
の配置、埋設箇所の木杭、スプレー等
での明示） 

埋設表示をスプレーで行う場合は、経年劣化で薄く
なることがあるので、定期的に再明示すること。 

4 

土止め支保工 

34 
埋設物とその周囲の土止め矢板・支保
工材との離れの確認 

埋設物と土留め矢板の離隔は、最低10cm上を確保し、 
土のう袋等で緩衝補強を行うこと。キャンバーは使
用しない事。なお、どうしても10cm上の離隔を確保
できない場合は。定期的な監視を行うこと。 

離隔2cmにて施工してあるが、地下埋設部会は10cm以上

を奨励している。端部の点検頻度を上げるように要請。 

土留め材との離れが不足している、クッション材を入れ

る等工夫をしているが、点検を強化する事を要請。 

土留め材との離れが不足しており、10cm以上の離れを奨

励。 

 

80 

35 支保工材等搬入・設置時の接触防止措置 

支保工材の搬出入の際は、埋設物のない空間を選定して
行う等、接触防止に努めること。 
埋設物の明示はされているが、養生としての防護設備を
強化して接触防止を行うこと。 

5 

吊り防護 

36 承認を受けた施工方法の確認 
吊りワイヤーの尻手止めのクリップは、正しい方法で取付けるこ
と。また、ワイヤーは緩みが無いよう点検のこと。 

6 

37 
埋設物へ土砂、コンクリート等が付着
していないことの確認 

埋設物に付着した土砂、コンクリートは確実に除去す
ること。なお、付着したコンクリート等を除去するこ
とが困難な場合は、その下部に防護網等の措置を講ず
ること。 

21 

38 専用桁と覆工桁の干渉確認 

埋設物の吊り防護は、路面覆工桁を使用せず、必ず専
用桁を配置して行うこと。なお、覆工桁と専用桁の離
隔は10cm以上とれるよう計画すること。 
現場の特殊事情により、専用桁が路上に露出している
が、日々の点検の強化を要請。 

11 

掘削線外の防護 

39 
掘削線外の防護の必要性及び方法につい
ての起業者、埋設物管理者との協議 

土留め背面にある埋設管については、その継手構造や防
護の有無について確認しておくこと。 

1 

40 地震、大雨の後の点検 
中震（震度4）以上の地震、1回の降雨量が50㎜以                                               
上の降雨の後は現場点検を実施し、点検簿や安全日誌
に記録を残すこと。 

6 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

維

持

管

理 

整理整頓 41 現場全体についての整理整頓 

使用する資機材は平行、直角に整頓し、不必要な資機材
は場外搬出する等、整理整頓に努めること。また、
場内は安全通路を確保すること。 
緊急資材の置場が、埋設管下の取り出しにくい場所にあ
るので、配置を見直すよう要請。 

6 

作業打合せ 42 作業打合せでの埋設物（架空線）の確認 
「作業打合簿」に各々の作業が「埋設物近接作業である
か否か」が分かるような表記をすること。 

1 

保守点検 

43 チェックリストの使用と記録の整理 

各種埋設物ごとにチェックリストを作成し、点検責任者が確実
に点検を行うこと。点検、記録に際しては、不具合
の是正措置等も記入すること。なおガス管は毎日点検
を実施すること。 
点検箇所が広範囲の場合は、範囲区分けを明確にし区分
けごとの記録を残すこと。 

54 

44 点検通路の設置 

埋設物の点検通路は掘削の進捗に遅れず設置し、必要                                             
な照明も確保すること。また、点検通路が設置できな
い場合は、点検方法（梯子等）を決めておくこと。 
点検通路上に資機材を仮置きしないこと。 
一部点検しづらい箇所があり、見直すよう要請。 
埋設管点検足場へのルートが、昇降設備からの腹起し上

への横移動は危険であるので、埋戻しに対応した昇降設

備の設置を要請。 
他の埋設物は、目視にて行うが距離が離れすぎているの
で点検足場設置の検討を要請。 
点検通路が無い箇所の点検は、立馬を使用しており、毎
回危険作業となるので、点検通路は、計画的な設置を要
請。 

28 

45 
管種、管径、注意喚起、緊急連絡先
等の標示 

吊り防護した埋設物には、管種、管径、連絡先を見
やすい場所に掲示すること。 
覆工上に注意喚起の掲示を要請。 

25 

46 吊りワイヤー、吊りボルト等への番号札の取付け 

吊りワイヤーや吊りボルトには、一本一本に管種番
号札を安全通路側に取付けること。 
番号札の未設置、管理箇所が少数(3ヵ所)でも設置する
こと。 

42 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

維

持

管

理 

保守点検 

46 吊りワイヤー、吊りボルト等への番号札の取付け 
下水管は、短い管を接続して設置されており、その為、
吊りボルトが多いが、管理番号の表示が取付けられてい
ないので、番号管理で行うこと。 

42 

47 
吊り治具の状態（固定状況、吊りワイヤー・吊り

ボルトへの油塗布等） 

埋設物点検者は、常に吊り治具の固定状況を確認する                                               
とともに、吊りワイヤー、吊りボルト及びターンバ
ックル等に錆が生じないよう定期的にグリスアップ
すること。ワイヤークリップの設置間隔が統一され
ていないので、規程間隔（6.5ｄ）となるよう取り
付けること。 

54 

掘削線外埋設物

の保守 

48 路面の沈下測定 
掘削線外の沈下測定については、工事開始前の初期値を
必ず把握し、2回/月程度の頻度で測定すること。 

5 

49 点検孔、沈下棒等による埋設物変状測定 
隣接する工区とも連絡を密にして、埋設管の変状の情 報
を共有すること。 

1 

緊急用設備 

50 事故発生時の通報設備、消火器の備え付け 

通報設備は現場の規模にもよるが、作業員へ適切な指                                                 
示が行えるような設備（サイレン、ブザー等）が望ま
しい。 
緊急避難用のサイレン、あるいは拡声器の配備を推奨。 
孤立した箇所になるので、携帯電話の他に、主体となる
設備の工夫を要請。 

18 

51 
備え付け場所、措置要領の作業員への教

育 

安全広場等適所に消火器配置図を掲示し、作業員への
周知徹底を図ること。また、点検通路にも消火器を配
置すること。 

15 

52 
避難通路の設置と標示及び避難訓練の実

施 

避難訓練は定期的に実施し、記録を残すこと。また、
避難口の誘導灯は停電時にも発光するものが望まし
い。 
安全通路の変更毎に、全員への周知を要請。 
出入り口が一箇所であっても、「避難通路」の表示を設
置、停電時に備えた非常灯も合わせて要請。 
出入り口付近に、避難経路図の設置を要請。 

16 
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種別 管 理 項 目 点 検 項 目 指 導 内 容 
1998～2024年度 
指摘件数 

ま
で
の
工
事 

路

面

復

旧 

埋設物復旧 53 埋設物の記録写真、ルート図の図面 
埋設物ルート図をCAD で管理している場合、図中に 
更新履歴を明示し、最新情報を反映すること。 

1 

埋戻し 57 埋戻しの方法 
埋戻しの作業手順書にも、埋設物の対応について記載  
すること。 

1 

推
進
工
事 

シ
ー
ル
ド
・ 

到達掘進 65 
埋設防護のための補助工法についての起
業者、埋設物管理者との協議 

到達掘進の防護補助工法についての協議が遅れること
があるので、早めに資料を作成して協議すること。 

1 

諸
工
事
に
よ
る
影
響 

 

 

 

地盤改良工事 

66 埋設物の位置の確認 
薬液注入作業では離隔距離が定められていないため、  
なるべく埋設物を露出確認して作業を行うこと。 
マーキングは目立つ色で行うこと。 

2 

67 
作業手順書の作成、作業員への周知・教

育 

作業手順書には必ず埋設物への注意事項を記載、周知
徹底を図ること。 

1 

68 
削孔作業時の埋設物管理者の立会い、
注入時の注入圧力、注入量の管理 

工事の排泥等が埋設管に流入しないような対策を行うこ
と。 

1 

近
接
す
る
工
事 

架 

空 

線 

に 

現場管理 75 

近接作業での確認（作業打合せでの近
隣作業の確認、架空線の高さ、離隔
の関係者への周知、リミッターセッ
ト、監視員の中止） 

重機作業計画書に架空線との離隔距離を図面に明示し、
作業員へ周知すること。 

1 
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